
**************************************************************
平成17年度第5回音環境運営委員会 議事録(案)
**************************************************************
Ａ．日　　時　平成18年2月9日（木)　17時00分～19時30分
Ｂ．場　　所　建築会館304室
Ｃ．出 席 者　平松友孝、井上勝夫、岩瀬昭雄、赤尾伸一、岸永伸二、佐久間哲哉、
             坂本慎一、中澤真司、吉村純一、峯村敦雄(中川代理)、安岡博人、
　　　　　　　藤本一壽、吉久光一、古賀貴士
   欠 席 者  大鶴徹、河井康人、濱田幸雄、福地智子、羽染武則、佐藤哲身
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称
略）
Ｄ．提出資料
　　No.5-0  第五回音環境運営委員会　議事次第
   No.5-1　平成17年度第4回音環境運営委員会議事録（案）
   No.5-2  2005年度第5回環境工学本委員会議題(抜粋)
   No.5-3-1  会告原稿(案)　杉並公会堂見学会・講演会
   No.5-3-2  杉並公会堂見学会　実施計画書
   No.5-4  「学校施設の音環境保全規準」早期発表のお願いの件　返信案
　　No.5-5  音響数値解析小委員会　報告
　　No.5-6 建築資料集成委員会　環境部会　安岡グループ　議事録
　　No.5-7  日本音響学会建築音響研究会　活動報告
　　No.5-8  日本音響学会騒音振動研究会　今後の予定

E．審議事項
１．前回議事録確認
・次回委員会開催日は、4/7から4/5に変更された。

２．本委員会報告(資料5-2)
・活動成果報告の提出以来　2/19迄
　　　小委員会対象だが運営委員会直轄WGも提出のこと
・2006年度大会 　9/7～9/9神奈川大学で開催。4/10紙面投稿締切、4/16電子投
稿締切
　　　オーガナイズドセッション「窓サッシの遮音性能と屋外騒音の測定方法」
　　　(オーガナイザ：濱田先生)　2/27 概要締切  8件程度を予定している。
・大会研究協議会「建築環境性能に対する説明責任」　
　　　WGを組織(井上主査)、音からは平松主査が委員として参加。
・環境振動：低周波音（振動）に関する居住性能評価検討WG　委員募集
・論文集委員会委員：大鶴先生、吉久先生を候補とする。
・学会賞(論文)選考委員：藤本先生を推薦する。
・「まちづくり支援会議」委員募集　詳細はHP参照、希望者推薦者があれば主査ま



でメール
・査読委員名簿確認：追加要望等あれば、主査までメールのこと
・2006年度予算：81.4万(▲4.9万)。論文集、技術報告集への投稿減少の結果。
・杉並公会堂見学会(資料5-3) 　4/28開催

２．「学校施設の音環境保全規準」早期発表のお願いの件（資料5-4）
音響材料協会に対して、口頭では回答済。回答書面案について討議し了承された。

３．「建築物の遮音性能基準と設計指針 (以下、赤本)」のアカデミックスタンダー
ド化について
・固体音委員会より、将来的に重量床衝撃源がボールに移行した場合の評価基準を
アカスタ化したい意向が示された。
・赤本全体をアカスタとするか、細分化してアカスタとするかは、運営委員会レベ
ルの議論が必要。
・学校施設のアカスタと今後作成されるであろうその他の分野とのバランスをとる
ことが必要
「学校施設」は、できめだけ広く意見を集め、他のパイロットとなるようにする。
現状：赤本をベースに図・データ等を新しいものに改訂する方向。適用等級がなく
なる。
・大きな変革には、関係者一同が介して意見を言い合う場が必要である。

４．小委員会・ＷＧ活動報告
・音響数値解析小委員会(大鶴)
　12/9開催。3/13の公開討論会に向けた準備をしている。
・固体音小委員会(平松)
　WGを2つ組織し活動中。
　聴感実験：収録した子供の歩行音の実験方法を検討中。
　ボール：データ収集中。改訂に向けたアンケート案を検討中。
・建築音響測定法小委員会(赤尾)
　1/16開催(第6回)。インピーダンス：三井住友技研実験室のボイドスラブで測定予
定。　等価吸音面積：マニュアル作成に向けて作業中。
　短時間測定法：ISO10052に関連した実験室測定を小林理研で実施予定。
・室内音響研究小委員会(岸永)
　劇場計画小委員会との合同シンポジウムに向けた意見交換を進めている。
　音声伝送WG：部屋用途の分類別の評価基準を作成する作業中。
・企画・広報ＷＧ(峯村)
　兵庫県立文化センター見学会12/18開催。参加者115名。
　規格をはじめとした文献整理を進めている(ISBNを追加する作業中)。
　「一般ユーザから見た建築音響とは？」ヒアリング開始。



・音環境アカデミックスタンダードＷＧ(佐久間)
　ミッションの再確認をしたい。
　　⇒建築学会としてアカスタをどう位置付けているかを確認する必要がある。
・設計資料集成　環境安岡グループ(資料5-6、坂本)　環境編は来年には出版する。

８．今後のシンポジウム・見学会等
建築音響研究会 3/18　静岡大浜松、4/28杉並公会堂
騒音振動研究会 2/24 大阪、3/24 東京、5/19 名城大

次回予定　　2006年4月5日(水) 　　17:00～　建築会館会議室
次々回予定　2006年6月5日の週あたり[未定]


